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【緒 言 】2003年,Marxが ビ ス フ ォ ス フ ォ ネ ー

ト製 剤 に起 因 した顎 骨 壊 死 を 報 告 して 以 来,ビ ス

フ ォ ス フ ォ ネ ー ト関 連 顎 骨 壊 死(BRONJ)と し

て 報 告 さ れ て き た 。 近 年,ヒ ト型 抗RANKLモ

ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 で あ る デ ノス マ ブ で も同 様 の 顎

骨 壊 死 が 生 じ る こ とが示 され,そ れ に伴 い,2014

年,薬 剤 関 連 顎 骨 壊 死(MRONJ:Medication

Related Osteonecrosis of the Jaw)へ 名 称 が統

一 さ れ た
。 今 回 わ れ わ れ は,当 科 に お け る

MRONJ患 者 に つ い て の 臨 床 的 検 討 を行 っ た の

で 報 告 した。

【対 象 お よび 方 法 】 対 象 は,2005年1月 か ら2014

年12月 ま で の10年 間 に 当 科 に お い てMRONJの

診 断 を得 た48例 で,検 討 項 目は,発 生 件 数,年 齢,

性 別,薬 剤,原 疾 患,発 生 部 位,発 症 契 機,ス テ ー

ジ分 類,治 療,治 癒 転 帰 と した 。

【結 果 】 発 生 件 数 は2007年 よ り年 々 増 加 傾 向

に あ っ た が,2012年12例 を ピ ー ク に 現 在 は 落 ち

着 きつ つ あ っ た 。 初 診 時 の 年 齢 は70歳 以 上 が32

人 と半 数 以 上 を 占 め た。 性 別 は 男 性7例,女 性

41例 で あ っ た 。 薬 剤 は注 射 剤17例,経 口 剤31例 で,

注射剤の うちデノスマブ由来が1例 だった。

原疾患 は骨粗鬆症31例,乳 癌11例,前 立腺癌

4例,多 発性骨髄腫2例 であった。発生部位は上

顎骨が18例,下 顎骨が26例,上 下顎骨に発症 し

たものは4例 であった。発症契機は抜歯が33例

と多数を占めた。ステージ分類ではステージ2が

33例 と最 も多かった。治療法では,保 存的療法

のみが34例 で,腐 骨除去や骨掻把術 などの観血

処置 を施 行 したのが14例 で あった。治癒転帰で

は上皮化 したのが20例,上 皮化 しなか ったのが

21例,不 明が7例 だ った。経 口剤投与症例での

治癒転帰 は,31例 中18例 で上皮化 し,注 射剤投

与症例での治癒転帰 は,17例 中2例 のみで上皮

化 した。

【結 語】医師 ・歯科医師への顎骨壊死に対する

知識の浸透によ り,当 科 におけるMRONJ発 生

件数はピーク時より落ち着きつつ あるが,デ ノス

マブの普及に伴い増加が予想 される。 しかし,現

状ではMRONJ発 症 メカニズムや根治的な治療

法 は明 らかでない。今後,MRONJ患 者 を通 じ

て適切な対応策の さらなる検討が必要である。


